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インパクトコンソーシアム

～第４回 市場調査・形成分科会～

2026年３月４日

株式会社 かんぽ生命保険

野村裕之
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１. かんぽ生命の事業の特徴

日本郵政グループにおける位置づけ



Copyright© JAPAN POST INSURANCE All Rights Reserved. 2

１. かんぽ生命の事業の特徴

かんぽ生命の４つの強み
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１. かんぽ生命の事業の特徴

かんぽ生命の４つの強み ｰ お客さま基盤・資産の力 ｰ
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かんぽ生命と地域社会への貢献

１. かんぽ生命の事業の特徴
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かんぽ生命とラジオ体操 (健康増進・Well-being向上)

１. かんぽ生命の事業の特徴（サステナビリティ経営）

ラジオ体操の普及促進・・・「いつでも、どこでも、だれでも」気軽にできる体操

１９２８年、当社の前身である逓信省
簡易保険局が制定
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資産運用における使命/インパクト投資への想い 

２. かんぽ生命のサステナブル投資(インパクト投資)

創業以来受け継がれる「健全な保険事業を営みつつ、お客
さまからお預かりした大切な保険料等を原資とした投融資を
通じて、地域・社会に貢献する」というDNAは、現在も当社
の資産運用の根幹をなしている。
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インパクト投資の親和性/期待される効果 

３. かんぽ生命のインパクト投資

【かんぽ生命の資産運用とインパクト投資の親和性】

インパクト投資はかんぽ生命の長期安定的な資産運用スタイルと時間軸の観点で親和性が高く、当社の運
用収益や企業価値の向上に持続的に寄与していくものと考えています。

【インパクト投資の推進により期待される効果】
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かんぽ生命が目指すインパクト投資/かんぽ生命が考える社会課題 

３. かんぽ生命のインパクト投資

【社会課題の重要性・喫緊性/社会課題の解決に対する貢献度】 【かんぽが考える社会課題】

社会課題の根本解決には、既存事業だけでなく新たな
イノベーションやビジネスモデル、俯瞰的な視点が必要で
す。かんぽ生命は、お客さまの日常の困難や従来「仕方
がない」とされた問題の解決を重視し、革新的な企業へ
の投資を通じて、社会課題の解決と事業成長、持続可
能な未来と財務的リターンの両立を目指します。
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インパクト“K”プロジェクト 

３. かんぽ生命のインパクト投資

【インパクト“K”プロジェクト認証要件】
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インパクト“K”プロジェクト 

３. かんぽ生命のインパクト投資

【認証プロセスとけん制機能】【確認シートによる多面的な議論】

【対話・モニタリング】
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国内上場株ファンド投資（コモンズ・インパクトファンド） 

 

アセットオーナー

かんぽ生命

アセット
  マネージャー

 
コモンズ投信

投資先企業

社会課題専門家

「実現したい未来の社会」
とインパクトの重点取り組み
３テーマを共有

事業活動を通じて
社会課題解決

知見を活用し、実効性のあ
る社会課題解決をサポート

•共有したファンドコンセプト
に基づき投資先企業を選
定
•投資先企業とエンゲージ
メント、KPI設定

Ridilover

インパクトを共通言語にファンド参加者が一体となり、インパクトの創出に取り組む

アセットオーナーから始まる
インベストメントチェーン

４. インパクト投資の実践



12

大学・研究所 金融機関

事業会社

科学・技術 金融

投資共同研究

従来は…”距離”

大学が持つテクノロジーには社会課題の解決に資するものが多数

⇒大学発のスタートアップに資金供給する枠組み

産学連携 

４. インパクト投資の実践
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産学連携ファンド ~インパクトファンドの立ち上げ 

４. インパクト投資の実践
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産学連携ファンド ~インパクトファンドの立ち上げ 

４. インパクト投資の実践
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かんぽ(アセットオーナー)発のインベストメントチェーン 【責任投資レポート２０２５より】 

４. インパクト投資の実践

【一部紹介】
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5. インパクト投資における進化・深化

かんぽ(アセットオーナー)発のインベストメントチェーン 

【上場株式を対象としたインパクト投資】

今、上場企業へのインパクト投資が必要な理由は、彼らの社会全体への大きな影響力にあります。上場企業の行
動変容は業界や社会の変革につながる可能性があり、アセットオーナーとして、社会課題の解決と事業成長を経営
戦略に組み込むことを促すことで、上場株式市場全体の持続可能性向上を目指します。

（2025/5/27） 国内上場企業を対象としたシステムチェンジ志
向の インパクト投資ファンドの運用を開始 ～かんぽ生命と三菱UFJ
信託銀行、社会変革推進財団が連携し、 社会課題の構造的解決
を目指す～

（2025/12/24） 国内上場企業の中小型株を対象とした インパ
クトファンドの運用を開始 ～かんぽ生命とアセットマネジメントOneが 共
にはぐくむ日本の未来～

（2022/5/23） 国内上場株式を投資対象とした 「コモンズ・インパクトファンド」への投資 ～コモンズ投信と共に創るインパクト投資の実現
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5. インパクト投資における進化・深化

かんぽ(アセットオーナー)発のインベストメントチェーン 

【システムチェンジ志向の投資】

社会課題の解決には、単一の企業への投資だけでなく、課題の発生メカニズム全体を見渡し、構造的欠陥に
働きかける“システムチェンジ志向”の投資が重要です。産業構造やサプライチェーン全体の転換を目指し、効果
的な介入点を特定して取り組みます。
しかし、システム分析やIMMは高度でリソースも必要なため初期はコストに見えますが、中長期的にはリスク低
減につながる投資モデルと捉えるべきです。確立した手法がない分野だからこそ、ファンドへの投資や他者との協働
を通じ価値観を広げ、ベストプラクティスの探求が不可欠と考えます。

✓ 投資プロセスにシステムチェンジの視点を組み込むことによ

り、広範な経営資源と影響力を有し、既存の社会システ

ムに対し変革の可能性を内包する上場企業の意識・行

動変容を促し、システムレベルでの社会課題解決に貢献。

（2025/5/27） 国内上場企業を対象としたシステムチェンジ
志向の インパクト投資ファンドの運用を開始 ～かんぽ生命と三菱
UFJ信託銀行、社会変革推進財団が連携し、 社会課題の構造
的解決を目指す～
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5. インパクト投資における進化・深化

かんぽ(アセットオーナー)発のインベストメントチェーン 

【中小型株式への投資、コーナーストーン投資】

【様々な関係者との協働】

当社は未上場と上場企業の垣根を超え、中小型株式へのインパクト投資やコーナーストーン投資を行い、
新興企業のライフサイクル全体を支援しています。日本では新興企業が上場後、株主構成の変化で社会課
題解決への志を維持しづらく、また機関投資家からの資金や対話の機会が限られる課題があります。
そのため、当社はPEファンドや産学連携ファンド、インパクトファンド等を通じ、未上場段階から上場後まで継
続的に資金を供給し、インパクト志向経営の維持と拡大に取り組む環境を整えます。

インパクト投資が社会で効果を発揮するには、多様なプレーヤーが強みを活かし協働し、市場全体が成長す
ることが重要です。複雑な社会課題の解決には、企業や行政、NPOなど関係者が役割分担し相互補完する
ことが求められます。当社はイニシアチブやワーキンググループに参加し知見を共有しつつ、多様なステークホル
ダーと連携し、市場の制度整備にも取り組みます。
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5. インパクト投資における進化・深化

かんぽ(アセットオーナー)発のインベストメントチェーン 

【「触媒」としての役割】

【「未来への展望】

投資家の存在は新たな資金の流れを創出する「触媒（カタリスト）」となり得ます。当社はインパクト志向投資
家や多様なファンドとの協働を通じ、社会課題解決のため民間資金を呼び込みつつ、投資手法や事例共有で
日本のインパクト投資の質向上と市場拡大を目指します。
また、社会課題分析やIMMには多分野に精通した専門人材が不可欠ですが、現在その数は不十分です。
当社は人材や知見をつなぐ役割を担い、「知の好循環」構築に貢献します。さらに、投資哲学の社会的共有や
発信活動を強化し、インパクト投資の認知向上と社会課題解決の機運醸成にも努めます。

社会構造の変化やインパクトの実現には長い時間が必要ですが、投資パフォーマンスやリスク管理は短期で判
断されがちです。この時間的ギャップを投資家が受け入れ、長期的な視野で取り組むことがインパクト投資推進の
大きな課題です。
しかしこの課題解決が、インパクトの視点が企業活動へ自然に組み込まれる未来への鍵となります。当社は、
関係者と連携し社会課題解決と経済成長を両立しながら、長期資金を供給する機関投資家としてインパクト
投資を推進します。



2025 Impact Forum by GIIN（＊）
2025年10月7日～9日 ベルリン

参加者 約1,300名（対面）

20（＊）Global Impact Investing Network：インパクト投資の推進(普及・啓発)を目的とした国際イニシアティブ



Copyright© JAPAN POST INSURANCE All Rights Reserved. 21

かんぽ生命 統合報告書 2025 より 
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